
初夏、あじさい園や道路沿いなどに
大輪の花が咲き、一段と目立ちま
す。花が咲いて色彩が変わるので、
七変化・八仙花・手毬花とも言いま
す。（昭和62年9月制定）

町の花
「あじさい」

秋に芳香の強い花が咲き、風に運
ばれてまちに甘い香りが漂います。
寿命が長く育てやすいので、学校
や家庭の庭木として親しまれてい
ます。（昭和62年9月制定）

町の木
「きんもくせい」

｢か｣を図案化したもの。全体を平
和と発展の精神に見たて、円形は
友愛と団結、上辺左右の翼状は永
遠の発展と限りなき飛躍を象徴し
ています。（昭和34年11月1日制定）

町章

か
つ
ら
ぎ
町
ガ
イ
ド

かつらぎ町のイメージアップを図るた
め、公募により決定したフルーツをモ
チーフとしたキャラクター。イベントや
グッズなどで大人気。かつらぎ町のPR
に励んでいます。

イメージキャラクター

かきおうじももひめ

なしじいいちご娘ぶどう兵団

かきかきひめめ

いちご娘いちご娘

きおうかかき
に励んでいま

うじうじ

なしじいなしじい

じうじももひももひ

ぶどう兵団ぶどう兵団

ひめひめもももひ

1.丹生都比売神社　／　2.四郷串柿の里　／　3.宝来山神社
4.葛城蔵王権現社　／　5.丹生酒殿神社・鎌八幡宮　／　6.平和祈念像
7.三重の滝　／　8.船岡山　／　９.金剛の滝　／　10.龍神スカイラインから見た山並み

歴史文化財や自然、人々の営みなど、未来に残しておきたい風景たち。
かつらぎ町を代表する10の風景として選定しています。

1234

6789
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有田川

臼谷川

紀の川

61

13

3

109

臼谷渓谷

梨子ノ木峠

高野参詣道町石道

県道和歌山橋本線

京奈和自動車道

広域農道

高野参詣道三谷坂

480

4

370

24

480

115

480

JR和
歌山
線

かせだ

にしかせだ

おおたに みょうじ

なかい
ぶり

道の駅
「紀の川万葉の里」

船岡山
妹山

丹生都比売神社
二ツ鳥居

かつらぎ美嶋温泉
美嶋荘

紀伊高原
ゴルフクラブ

定福寺
（萩の八つ割堂）

文蔵の滝 堀越癪観音

堀越展望台

北辰妙見神社

柿の茶屋

かつらぎ公園

和歌山県立
医科大学
附属病院紀北分院

かつらぎ
総合文化会館

役場

かつらぎ温泉
八風の湯

地域子育て
支援センター
「はぐくみ」

十五社の樟樹

道の駅
「かつらぎ西」

かつらぎ西
IC・PA

紀北
かつらぎIC

鍋谷峠道路

道の駅
「紀の川万葉の里」

薬師の滝

蟻通神社

船岡山
妹山

平和祈念像
丹生酒殿神社・
鎌八幡宮

天野の里物産販売所
「ようよって」

丹生都比売神社
二ツ鳥居

西行堂
横笛の恋塚

山荘 天の里

かつらぎ美嶋温泉
美嶋荘

紀伊高原
ゴルフクラブ

紀北青少年の家

文覚井碑

道の駅
「くしがきの里」

宝来山神社
背山

大宮神社

葛城蔵王権現社

四郷串柿の里

三重の滝
一言主神社

小原洞窟
恐竜ランド

花園守口ふるさと村

はなぞの温泉
花圃の里

北寺観音

北寺オートキャンプ場 金剛緑地
オートキャンプ場

金剛の滝

花園
グリーンパーク

上花園神社

花園生産物直売所
（しゃくなげ・あじさい園）

中南森林公園
オートキャンプ場

ジャンボ壁画

新子ふるさと村

下花園神社

遍照寺

花園支所

1

2

3

4

5

9

龍神スカイライン
から見た山並み

10

6

7

8

笠石

頰切地蔵 六本杉

丹生酒殿神社・
鎌八幡宮

天野の里物産販売所
「ようよって」

和歌山県立
医科大学
附属病院紀北分院

かつらぎ町の
西の玄関口、国

道24号沿いに
ある

道の駅。南に妹
山、北に背山を

望む景勝地で
す。

道の駅「紀の
川万葉の里

」

平成29年春、国道480号
沿いにグランドオープ

ン。新たな観光や物産販
売の拠点になることが

期待されています。

道の駅「くしがきの里
」

分院分院分院

京奈和自動車道かつらぎ西パーキングエリア上り線にある道の駅。地元産品の加工品が人気です。

道の駅「かつらぎ西」

5

10
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か
つ
ら
ぎ
町
の

ま
ち
づ
く
り

本計画は、町民主体を前提とし、
多様な主体との協働によるまち
づくりの新たな指針として、かつ
らぎ町の目指すべき将来像と施
策の方向性を示すものです。

将来像

将来像へ向かうキーワード

暮
安全で安心して
暮らせる
まちづくり

住
豊かな自然と
歴史・文化の
まちづくり

働
地域の特性を

生かした活力を生む
まちづくり

人
豊かな

人間性を育む
まちづくり

笑顔で暮らせるまちづくり

住んでみて ここがイチバン かつらぎ町

協働
信頼される
行政

第
４
次
か
つ
ら
ぎ
町
長
期
総
合
計
画
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豊
か
な
自
然
環
境
を

未
来
へ
引
き
継
ぐ

然
環
境
の
保
全
に
対
す
る

町
民
の
関
心
は
高
く
、循

環
型
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、交
通
の
要
衝
と
し
て
、広

域
幹
線
道
路
な
ど
の
整
備
を
進
め
、

公
共
交
通
の
確
保
に
も
努
め
て
い
ま

す
。住
宅
の
供
給
と
と
も
に
、快
適

な
居
住
環
境
づ
く
り
に
努
め
、人
と

自
然
が
共
生
す
る
持
続
可
能
な
ふ

る
さ
と
と
し
て
、次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
す
。

自

豊かな自然と
歴史・文化の
まちづくりかつらぎ町に定住するため、住宅を必要とする方に賃

貸する町営住宅が、町内各地に整備されています。

町営住宅

JR笠田駅・妙寺駅と、役場・和歌山県立医科大学附属病
院紀北分院などがコミュニティバスで結ばれています。

かつらぎ町コミュニティバス

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が

に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す

ち
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

業
の
さ
ら
な
る
振
興
の
た

め
、生
産
者
と
行
政
が
一
体
と
な
り
、

多
面
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。林
業
で
は
森
林
の
保
全
な
ど
に

努
め
、商
工
業
で
は
企
業
誘
致
を
促

進
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、既
存
の
観
光
資
源
を
有
効

に
活
用
し
、交
流
人
口
の
増
加
を
目

指
す
一
方
で
、若
年
層
の
定
住
を
促

進
す
る
た
め
、就
労
・
雇
用
の
場
の

充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま

地域の
特性を生かした
活力あるまちづくり

交流会では、若手農業者同士が親睦を深め、情報交
換や農業研修などを行い、自己研磨に励んでいます。

農業担い手交流会

結婚を希望する独身の男女を対象に、出会いの場を提
供する婚活イベントを開催しています。

婚カツ♡ラギ

基本計画
1

基本計画
2
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地
域
社
会
全
体
で

支
え
合
う齢

者
や
障
害
の
あ
る
人
が

自
立
し
た
生
活
や
社
会

参
加
が
で
き
、若
い
世
代
が
安
心
し

て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
保
健
・
医

療
・
福
祉
の
充
実
に
努
め
、と
も
に

支
え
合
う
地
域
福
祉
の
取
り
組
み

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、公
共
施
設
の
耐
震
化
や
不

燃
化
を
進
め
、消
防
・
防
災
体
制
や
安

全
な
交
通
環
境
、上
下
水
道
の
整
備

を
進
め
る
ほ
か
、地
域
に
お
け
る
防

犯
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

高

安全で
安心して暮らせる
まちづくりスタッフや高齢者が自主的に運営する各地域のサロン

では、茶話会や脳トレ、健康体操などを行っています。

高齢者サロン

住民、警察、消防機関、赤十字奉仕団などが参加し、
避難訓練、情報伝達訓練などを実施しています。

防災訓練

次
代
を
担
う
人
を

地
域
ぐ
る
み
で
育
む

つ
ら
ぎ
町
で
は
、ま
ち
の

資
源
を
生
か
し
た
特
色
あ

る
教
育
を
推
進
す
る
ほ
か
、生
涯
学

習
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

青
少
年
の
非
行
防
止
や
健
全
育

成
に
努
め
、男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。ま
た
、観
光
客
や
交
流
人

口
の
増
加
を
目
指
し
、友
好
都
市
を

は
じ
め
と
す
る
各
地
域
と
の
多
様
な

交
流
活
動
を
深
め
て
い
ま
す
。

か

豊かな人間性を
育む

まちづくり
子ども会リーダー育成研修会の上級リーダー認定者で
組織し、子ども会や育成会の指導、援助をしています。

かつらぎリーダークラブ

毎年、人権を考える強調月間に合わせて開催。講演会
や人権ポスターの掲示、表彰などが行われます。

人権フェスティバル

基本計画
3

基本計画
4
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行
政
と
住
民
が

手
を
取
り
合
っ
て

つ
ら
ぎ
町
で
は
、住
民
や

地
域
が
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
な
り
、多
彩
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。今
後
も
、住
民
自
治

意
識
の
高
揚
を
図
り
、自
治
組
織
の

組
織
化
や
財
政
支
援
、研
修
会
や
啓

発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、積
極
的
な
情
報
発
信
を
行

う
な
ど
、町
民
が
町
政
へ
参
画
す
る

機
会
を
つ
く
り
、町
民
の
参
画
と
行

政
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推

進
し
ま
す
。

か

みんなでつくる
協働の
まちづくり景観の保全やウォーキングマップの作成、農業体験な

ど、地域資源を生かした取り組みを行っています。

天野の里づくりの会

観光案内や地域伝統文化の継承、地域資源を活用した
体験事業など、地域活性化を図るさまざまな取り組みを
行っています。

四喜の会

笑
顔
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

民
か
ら
信
頼
さ
れ
、親
し

み
が
持
て
る
役
所
で
あ
る

た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
行
政
課
題
に

対
し
、広
い
視
野
を
持
ち
な
が
ら
町

政
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、町
民
の
ニ
ー
ズ
や
社
会
情

勢
な
ど
を
的
確
に
捉
え
な
が
ら
、職

員
の
意
識
改
革
や
人
材
育
成
、行
政

の
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、町
民
と

行
政
の
役
割
分
担
に
よ
る
自
治
の

仕
組
み
づ
く
り
な
ど
に
も
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

町

信頼される
役所づくり

効率的・効果的な行政運営を行い、財政の健全化に
努め、住民サービスの向上に取り組んでいます。

かつらぎ町役場庁舎

平成17年10月1日に「旧かつらぎ町」と「旧花園村」が
合併し、旧花園村役場に花園支所が置かれました。

花園支所

基本計画
5

基本計画
6
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かつらぎ町は、

平成17年10月1日の合併により「新・かつらぎ町」として誕生し、

観光や産業等の豊富な資源に恵まれ、

あたたかい人情にあふれるまちです。

私たちのふるさと『かつらぎ』には、

先人たちから守り育ててきた豊かな自然と歴史、

受け継がれてきた伝統文化があり、

今も暮らしと深く関わりながら私たちの心の中に息づいています。

南北に広大な本町においては、

少子高齢化と過疎化が進む地域社会の中で、

情報・医療・福祉・雇用等への不安や

地域間格差の解消を目指すとともに、

一人ひとりの人権を大切にして、

心豊かに安全で安心して健やかに暮らせるまちづくりを目指します。

また、地域資源を最大限に生かし、

観光交流、都市住民との農業体験交流、スポーツ交流、

児童生徒間交流、国際交流などで

内外の人 と々の交流を積極的に進め、

町民と行政が協働して新たなにぎわいと活力を生み出す

交流のあるまちをつくります。

まちづくりメッセージ
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3月末～4月 桜

5月～ アユ釣り

5月 シャクナゲ

8月 星空のつどい

6月 ホタル7～8月 アジサイ

8月 かつらぎ夏まつり
1月

1月
成人式

出初式

雪景色

11月上～中旬 四郷串柿の見頃

11月 丹生酒殿神社の
イチョウ

11月 かつらぎ町
産業まつり

10月 子どもあそびの
チャレンジ大会

彩り豊かな四季がうつろう、かつらぎ町の1年。
季節ごとのイベントや祭りは、人々の笑顔であふれています。
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